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平成２５年 ８月 １６日 

本会事業に対するアンケート集計結果報告 

 

公益社団法人 全国市有物件災害共済会 

 

 本会では本年５月、相互救済事業に係る共済委託団体のうち、全国の市、消防関係及びごみ処理関係

の一部事務組合へ、郵送によりアンケートをお願いし、ファックスまたは電子メールによりご回答いた

だきました。 

 

「防災事業」をテーマに以下の通り５種類のアンケートをお願いし、個別にご回答を集計いたしまし

た。 

 

① ごみ処理施設事故防止対策                （総回答数：５５４件） 

② 落雷事故被害軽減策                   （総回答数：６１８件） 

③ 都市防災推進セミナー、日本耐震グランプリと防災関連事業 （総回答数：６０４件） 

④ 自動車事故防止策                    （総回答数：６９０件） 

⑤ 消防・防災施設整備事業等資金融資事業          （総回答数：６２７件） 

 

 

 お忙しいところアンケートにご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 
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○ 「３ 参加したいが難しい」の中で主なご意見 

・予算が確保できない （１０８件） 

・開催地が遠い・県外である （８２件） 

・人員不足・多忙・日程調整できない （２７件） 

・開催時期が不定期である （７件） 

・内容による （２件） 

 

Ｑ７ セミナーに参加されたことがある団体の方におたずねします。 

   セミナーに関してのご意見、ご感想等がございましたらご自由にお書き下さい。 

 

◆ ご意見の紹介（抜粋） 

・様々な事例を見ることで火災等に対する意識が高まり、防火防災への取り組みをしっかりとする

ことが必要であることを認識できた。 

・他県他市の安全対策を学び、本市の対策と比較することで安全対策を見直すきっかけになる。ま

たセミナーに参加し他のごみ処理施設の被害実態を知ることで危機意識の高揚を図ることがで

きた。 

・一方通行な講話となっており、グループ討議により参加してスキルアップを行うような形式にし

てもらいたい。 

 

Ｑ８ その他、ごみ処理施設事故防止対策に関して本会にご要望等がございましたらご自由にお書き下

さい。 

 

◆ ご意見の紹介（抜粋） 

・各自治体からセミナー等の要請があれば対応できるようお願いしたい。専門的、全国的に事例を

セミナーの中で講習願いたい。 

・ごみ処理施設など廃棄物処理施設に特化した、教育訓練・ビデオ等があれば施設の現場職員の安

全対策にいかされるものと思います。 

・内容が豊富であり、解説も丁寧にされていますが、最近の施設では対策済みの項目も多く、新人

教育には使えますが、新たに施設に対策する項目は少ないと感じました。 
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○ 「４ 他の方法で対策を取っているので必要ない」の中で主なご意見 

 ・施設職員・委託会社が対応している （８件） 

 ・避雷針等で対策済み （５件） 

 

Ｑ５ 報告書及びガイドブックに関してご意見、ご感想がございましたらご自由にお書き下さい。 

 

○ お書きいただいた主なご意見 

 ・電子データで配布してほしい、送付してほしい等 （１１件） 

 ・事例が知りたい、もっと情報提供してほしい等 （６件） 

※ガイドブックにつきましては本会ホームページからダウンロードできますので、ぜひご利用下さ

い。 

本会ホームページ ： http://www.city-net.or.jp/ 

  トップページ上部の「調査研究成果」から、「雷害対策ガイドブック」をお選び下さい。 

 

◆ ご意見の紹介（抜粋） 

 ・このガイドブックを参考にしながらメーカーと対策について話しているが直撃雷の対策は難しい。 

 ・ガイドブックに、雷害対策を行った場合に必要となる工事費について、いくつか例を掲載してほし

い。 

 

Ｑ６ その他、落雷事故の対応に苦慮された事例や今後本会に研究してほしいテーマ等がございました

ら、具体的にお書き下さい。 

 

○ お書きいただいた主なご意見 

 ・落雷事故の対応についての事例 （１９件） 

 ・落雷対策についての要望 （６件） 

 

◆ ご意見の紹介（抜粋） 

 ・落雷で、特に火災報知器設備の基盤が破損した場合、修理の可否で補償範囲が大きく変わるので各

課への報告が遅れることがあります。わかりやすい判断方法を提示していただければと思います。 

 ・通常業務で使用しているものならば落雷後事故発生を覚知できるが、非常用発電機の場合ある程度

時間が経過してから故障を発見し、落雷日時の特定に苦慮したことがある。 

 ・建築当初の段階からの取組み強化のため、技術職員を含めた大々的な事故防止対応セミナー等を年

一回程度開催していただけないでしょうか。 

 ・高所に設置してある施設（例：消防高所監視カメラシステム）への落雷事例やその対策について研

究をお願いしたいと思います。 
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○ 「３ 参加したいが難しい」の中で主なご意見 

・予算が確保できない （８７件） 

・開催地が遠い・県外である （７１件） 

・人員不足・多忙・日程調整できない （４６件） 

・内容による （１７件） 

 

Ｑ４ 過去に「都市防災推進セミナー」及び「日本耐震グランプリ」へ参加したことがある団体の方へ

おたずねします。 

   「都市防災推進セミナー」及び「日本耐震グランプリ」に関してご意見、ご感想、今後扱ってほ

しいテーマ等がございましたらご自由にお書き下さい。 

 

○ （Ｑ４につきましては特にご意見はございませんでした） 

 

Ｑ５ その他、防災事業に関して本会にどのようなご要望がございますか。当てはまるものをお選び下

さい。（複数回答可） 

１ 講習、セミナー（具体的内容をお書き下さい） 

 

◆ ご意見の紹介（抜粋） 

・地区ごとや県単位で開催いただくと参加しやすいかと考えます。 

・地方都市での開催とそれぞれの地方に即した講習、セミナーの開催を希望します。 

 ・耐震化家具固定について市民に対していかに上手く重要性を伝えるか。 

 ・地震対策に特化したハザードマップの作成に関するセミナーを開催いただきたい。 

 ・先進地域における自主防災組織の活動について及び自治体との関係性（補助金等）。 

・地域の特性に応じた自主防災組織の育成に関するもの。 

 ・小中学生を対象にした講習の手法。 

 ・災害時における市民への情報伝達手段とその内容について他都市の事例も含め開催願いたい。 

 

   ２ 啓発活動（具体的内容をお書き下さい） 

 

○ お書きいただいた主なご意見 

・パンフレット等の配布 （６件） 

・ネットやメディアを通しての啓発活動 （２件） 

・耐震化促進についての活動 （２件） 

・東南海地震についての活動 （１件） 

 

◆ ご意見の紹介（抜粋） 

・東日本大震災の経験等を活かし、今後発生が予想される東南海地震への対策を重点的に。 
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・地震に対する平時からの備えや発生直後の対応など、住民に分かりやすく伝えることができるチ

ラシ・パンフレットの雛形を作成いただきたい。 

・啓発情報の発信方法、掲示場所のアイデアを出しあう会合を開催してほしい。 

・市民周知に伴い、広報誌等に掲載するための参考資料が欲しい。 

・災害に備えての常備品リスト、緊急時対策をまとめたリーフレット等の配布。 

 

   ３ 各種データ提供等（具体的内容をお書き下さい） 

 

○ お書きいただいた主なご意見 

・他の団体の防災への取組みが知りたい （９件） 

・耐震化に関する資料がほしい （５件） 

・過去の事例が知りたい （４件） 

 

◆ ご意見の紹介（抜粋） 

・市民に情報提供できるような、最新の耐震化・家具固定方法や状況等について、データ等を提供し

てもらいたい。 

・町内会での研修や防災講話時に使用可能なデータなど無償でいただきたい。 

 

   ４ その他（具体的内容をお書き下さい） 

 

◆ ご意見の紹介（抜粋） 

・市民等を含めた防災事業（セミナー訓練等）の情報提供をお願いしたい（事例紹介）。 

・災害時の備蓄品購入、啓発運動の実施の仕方を周知して欲しい。 
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◆ ご意見の紹介（抜粋） 

交通安全研修について 

・新規採用職員等を対象にした基礎的な研修から、警察の運転シミュレーターを活用した研修、自動車

教習所で運転技能訓練・運転診断に参加するなど、経験年数や事故歴に応じて多様な研修を実施して

いる。 

・警察署員または JAF 職員を講師に招いた安全運転講習会を開催している（事故を起こした職員及び一

般職員対象、年１回）。 

・年１回全職員を対象に警察交通課長による法令講習を実施している。 

・毎年、全職員（臨時・嘱託職員を含む）を対象とする「交通安全講習会」を独自に開催し、交通事故

防止に努めている。 

・副市長を委員長とする交通事故防止対策委員会がある。年度当初に所管警察署に安全運転誓約書を提

出、全職員を対象に年 1 回交通安全講習会の実施、事故、違反当事者を対象とした交通安全特別講習

会を年 1 回実施、年２回、３か月間の職場対抗の無事故・無違反運動の実施、事故・違反件数、原因

等を毎月庁内公表。 

・自動車安全運転センターでの消防救急緊急自動車運転技能者課程、安全運転管理者連絡協議会主催の

交通安全大学新入社員交通安全研修会の参加、安全運転管理者による啓発活動、機関員及び誘導員の

研修・養成教育。 

・運転技能自動評価システムを活用した安全運転講習を実施、自分の運転の癖や要改善ポイントを再認

識させている。 

※運転技能自動評価システム…センサーを装着して自動車を運転した後、センサーをパソコンに接続し

て運転技能を自動評価するもの。 

・事故当事者（加害事故、自損事故）全員を県交通安全研修センターでの交通安全研修へ参加させてい  

る。 

・事故再発防止のため賠償事故を起こした職員に対してマンツーマンの交通安全教育を実施している。 

・公用車事故の８割以上が業務委託先である為、自動車学校での講習を受けてもらう様、促している。 

 

啓発について 

・交通安全に対する対策委員会を立ち上げ、街頭での交通安全啓発運動やセーフティラリーへの参加（全

員参加）、朝夕に交通安全標語を庁内放送するなどの活動をしております。尚、朝夕の運行前点検は

毎日実施しています。 

※セーフティラリー（セーフティチャレンジ）…各都道府県の警察や交通安全協会主催・後援により、

チーム単位で期間中の無事故・無違反を競う取組み。 

（参考：セーフティラリー北海道 http://www.safety110.jp/safetyrally.html） 

    セーフティ・チャレンジ・かながわ http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f7110/p445222.html） 

・朝礼の際の唱和で交通事故防止意識を徹底している。 

・事故発生状況（場所・形態・写真等）をリアルタイムで共有できるよう情報を庁内 LAN で発信。ドラ

イブレコーダーを設置し事故後映像を用いて今後の事故防止対策を指導している。 
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・自動車事故件数（公用・私用）、事故原因を毎月まとめている。昨年度のデータと比較することによ

り件数の増減と件数の多い月を周知させている。 

・毎年度当初に、車両が配置されている課の担当者に対し「車両担当者会議」を開き会議の中で事故の

状況写真や事故件数等の資料を活用しながら公用車の事故について説明し、職場単位での事故防止の

啓発に努めている。 

・無事故チャレンジの実施。事故の発生が無い期間を公用車貸出窓口にて掲示している。 

・車両運転委託業者には必要に応じ訓示又は書面により事故再発防止、安全運転の徹底について指導し

ている。 

・事故防止のため「安全運転推進員」を配置している。 

・交通事故防止コンクールの参加、セーフティチャレンジ事業への参加、正副安全運転管理者を各職場

に配置し安全運転を指導、街頭でのハンドプレート活動。 

 

車両管理や公用車運転等の規則について 

・公用車を大切にする愛護意識を高揚させることを目的に全職員を対象として公用車の洗車、清掃の義

務付け。 

・公用車取扱要領を定め、公用車の使用にあたっては、緊急時を除き原則、車両使用申請書（日時、行

先、用務内容、運転者、同乗者を記入）を提出させ、許可しております。また、一般職の車両使用範

囲を概ね片道 50km とし、運転による過度の疲労にならぬよう制限を設けています。 

・貸出車両利用職員と車両管理グループ職員で運行前始業・終業点検（車両の傷チェックも含む）を行

っている。 

・公用車を運転するには、本市安全運転管理者と副安全運転管理者による試験を受け、合格しなければ

運転できない（3 人の平均点が 70 点以上）。 

・臨時職員等に対しては公用車の使用を許可制としている。 

・運転手だけでなく同乗者も常に道路状況等を把握し左右後方の安全確認を実施しており場所によって

は下車しての確認も実施しています。また走行中の危険事案については「ヒヤリ・ハット」を提出さ

せるとともに全職員に情報提供をしています。 

・市職員が悪質な交通違反（６点以上の行為）を犯した時は市への報告を義務付けており、報告を怠っ

た場合は処分量を加重することとしている。 

・修繕費の個人負担。 

 

  

Ｑ３ 自動車事故防止策に関して本会にどのようなご要望がございますか。当てはまるものをお選び下

さい。（複数回答可） 

１ 講習、セミナー（具体的内容をお書き下さい） 

 

○ お書きいただいた主なご意見 

・交通安全講習会・セミナーの開催 （９２件） 

・交通安全講習会・セミナーへの講師派遣 （３１件） 
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・交通事故発生後の対応を含めた研修 （２１件） 

・運転実技やシミュレーターを使用する研修 （１７件） 

・職員向け研修の手法についての指導 （９件） 

 

◆ ご意見の紹介（抜粋） 

・政令指定都市で実際に起きた事故の実例紹介。また、寒冷期の特殊な事故があれば紹介してほし

い。 

  ・消防業務に特化した内容の講習。 

  ・庁内研修を実施する講師を対象とした事故防止策の研修。 

  ・事故発生直後の現場での対応等を職員を対象とした講習会でレクチャーしてほしい。また、貴会

提携弁護士による和解までの実例を紹介する講演会。 

  ・日常点検の実演を含む講習。 

  

     ２ 啓発活動（具体的内容をお書き下さい） 

 

○ お書きいただいた主なご意見 

・パンフレットや事故事例集の作成・配布 （３０件） 

・ポスターの作成・配布 （１１件） 

・他団体の啓発活動の内容を知りたい （１１件） 

・ステッカーの作成・配布 （５件） 

・ＤＶＤの作成・配布 （２件） 

・メールによる啓発 （２件） 

 

◆ ご意見の紹介（抜粋） 

・車種別に事故分析した事例集を作成して欲しい。 

・事故防止の啓発パンフレットの配布（事故件数が多い事例の紹介）。 

 

    ３ 各種データ提供等（具体的内容をお書き下さい） 

 

○ お書きいただいた主なご意見 

・様々な条件ごとの事故発生件数等、詳細な事故データ （１０４件） 

・他団体の事故防止への取組とその効果 （３３件） 

・事故事例（支払額や交渉経過等） （１９件） 

・他団体の共済加入データ（車種別加入台数等） （７件） 

 

◆ ご意見の紹介（抜粋） 

・事故の傾向がわかるデータ（月や曜日、時間帯での事故発生率や事故発生が多い場所など）。 
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・例えば○○地区の「自動車事故発生状況月次速報（仮称）」を作成・発行していただき、地区の

状況を把握しながら、緊張感の中で自動車事故処理防止対応にあたっていけたらよいのではない

でしょうか。 

・緊急走行時の事故に関する統計データ等があれば参考にしたい。 

・同規模の市との事故件数、損害額、事故例等の比較表（客観的に事故の傾向がわかるもの）。 

・共済会に加入している団体で、共済金の支払いが減り事故も減った団体とその減少理由。 

 

    ４ その他（具体的内容をお書き下さい） 

 

◆ ご意見の紹介（抜粋） 

・職員に対して安全運転に気を付けるよう指導しているが、自損事故等減らないのが現状です。よ

い対策があれば教えてください。 

 ・各団体の事故防止策等を交換共有し、事故の減少・防止に努めたいと考えます。 

 ・事故処理（解決）の大変さを知らしめる方法（パンフレット等）があればいいと思う。 

 ・自動車事故防止策の具体的な成功例を教えていただきたい（○○○のような取組を全市的に行っ

た結果、○○○な事故が激減したという事例）。 
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・償還期間の選択肢を増やしてほしい （３件） 

・申込時期の幅を増やしてほしい （２件） 


